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研究成果の概要（和文）： 

従来の研究から、さらに症例数を加えて統計的解析を行った。 
新鮮創傷の創縁では統計学上、①α5β1 発現陽性部とフィブロネクチン増加部、②α5β1 発現
陽性部とラミニン発現陰性部、③フィブロネクチン増加部とラミニン発現陰性部とは有意に相
関していた。慢性創傷の創縁では①α5β1 発現陽性部とフィブロネクチン増加部、②α5β1
発現陽性部とラミニン発現陰性部、③フィブロネクチン増加部と表皮延長、④表皮延長と表皮
肥厚とは有意に相関していた。これらにより急性創傷ではα5β1、フィブロネクチンなどが表
皮細胞の遊走に関与し、慢性創傷ではこれらが欠如していることが分かった。 
そのため慢性潰瘍の創面にある種のインテグリン含有培養表皮を用いると表皮形成が促進する
ものと考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In acute wound edge, the relation with ① area of increase of α5β1 and fibronectin, 
② area of α5β1 positive and laminin negative, ③ increasing area of fibronectin and 
laminin negative, were significant correlated. In chronic wound edge, the relation with 
① area of α5β1 positive and increase fibronectin, ② area of α5β1 positive and 
laminin negative, ③  area of increase fibronectin and epidermal elongation, ④ 
epidermal elongation and epidermal hypertrophy, were significant correlated. 
In acute wound, α5β1, fibronectin are related with migrated epidermal cell. In chronic 
wound, they are lack. In conclusion, re-epithelization will be promoted by culture skin 
with some type of integrin in chronic wound. 
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１． 研究開始当初の背景 

創傷治癒過程では様々な細胞増殖因子や細
胞接着因子がネットワークを介して互いに
影響を及ぼし合っているが、未だ解決されて
いない問題がある。創傷の再上皮化もその 1

つである。再上皮化に関与する因子としてイ
ンテグリン、ラミニン、フィブロネクチンな
どの細胞増殖因子があり、それらの発現の変
化が再上皮化の有無を左右していると考え
られている。 

 

２．研究の目的 

正常表皮細胞はインテグリンファミリーの
中のα2β1、α3β1，α6β4 などがラミニ
ンやタイプ IVコラーゲンなどに接着するが、
創傷治癒においてはどの様なインテグリン
が発現するかを研究の目的とする。 

 

３．研究の方法 

手術時に、急性創傷や慢性創傷の創傷組織を
切除しホルマリン固定、パラフィン包埋標本
を作成し連続切片を行った。一次抗体として
抗ヒトインテグリン、抗ヒトフィブロネクチ
ン、抗ヒトラミニンを、二次抗体として
EnVision+System-HRP Labelled Polymer

を、発色試薬として DAB を用いて免疫染色
を行った。 

 

４．研究成果 
創面の基底層の欠損があると表皮細胞はα5
β1、αvβ5、αvβ6 などのインテグリンを
発現して創部の真皮内コラーゲンやマトリ
ックスと接合して移動する。 
新鮮な熱傷創縁ではα5β1 を中心としたイ
ンテグリンの発現を up-regulateすることが
分かった。表皮細胞はα5β1発現部、フィブ
ロネクチン増加部、ラミニン未発現部位に有
意に相関して延長していた。 
褥瘡などの慢性創傷縁では表皮肥厚が顕著
で、α5β1 発現陽性部、フィブロネクチン増
加部、ラミニン発現陰性部の距離が急性創傷
より減少していた。 
これにより急性創傷ではα5β1、フィブロネ
クチンなどが表皮細胞の遊走に関与し、慢性
創傷ではこれらが欠如している可能性が示
唆された。 
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